
第三部
御讃歌



岡田氏にとって、祈りは日々の生活の中心であり、常に神
様を身近に感じ、その御心に添って生きていた。岡田氏は、
神様にお祈りをすることによって魂は浄められ、信仰は
いっそう深められると教えた。また、人の幸福を願って真
心から祈ることは、その人に平安と幸福をもたらすだけで
なく、祈る人自身の霊性をも高めるのである。さらに、神
様への真心からの感謝を表すことは、神様への愛を現し、
その愛を育てる道でもある。創造主なる神様を讃え奉るこ
とによって、人は地上天国の実現にあずかることができる
のである。ことに晩年、岡田氏は信徒に向かって、「神様
によくお祈りしなさい。そうすれば神様の御守護をいただ
くことができる。」と、繰り返し説いた。また岡田氏は、
声に出して唱える祈りであれ、心の中で捧げる祈りであれ、
その一言一句には霊的な力が宿り、人の心ばかりでなく、
その周囲にも大きな影響を及ぼすと説いた。祈りとは、ま
さに信仰のもつ偉大な働きなのである。岡田氏はまた優れ
た歌人でもあり、生涯に4,000首を超える御歌を詠んだ。
その最初の御歌は、1934年、自らの教団創立を前に、朝
夕の礼拝を定めた頃に作られたものである。それらの御歌
の多くは、主題ごとにまとめられ、祈りや奉唱として用い
られてきた。以下に掲げる祈りは、そのほとんどが、この
ような御歌を組み合わせて構成されたものである。ただ1
つ例外があり、それは「浄霊の祈り」である。これは後年、
岡田氏の門弟の1人が信仰の心を表すためにまとめたもの
であるが、その中に用いられている主要な言葉は、すべて
岡田氏の御歌や御論文に由来するものである。――編者
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Prayer of Johrei

1

2

3

4

Next Page

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

幾千歳　積りつもりし　三界の

穢れ浄むる　時となりけり
審判

人々よ　悔改めて　世の峠

安く越えなむ　備へせよかし
審判

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

病む人の　無き世を樹てむと　救世の

神は御力　揮はせ給ふ
病なき世界

病貧争　絶無の世界　造らむと

任し給へり　神は我身に
大神業

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

万民の　生命を救ふ　神業こそ

此上なく　尊きものにぞありける
メシヤ

真なる　医しの業を　吾は今

世に知らしめて　救ふべらなり
医しの業

大神の　御業といへど　人の身を

通じて世人　救ふにありける
神業

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

人々よ　悔改めて　世の峠

安く越えなむ　備へせよかし
審判

罪深き　此身も尤め　給はずて

大いなる幸　豊に恵まふ
吾救はれぬ

限りない愛の神よ、私たちは謹んで祈りを

お捧げいたします。あなたは私たちの師

に、審判の時が近いことをお示しになり

ました。私たちは悔い改めのうちに自ら

の罪を思い起こし、その赦しをお願いい

たします。

あなたは、病・貧・争のない地上天国を

築くことがあなたの御心であることを私

たちにお示しになりました。また、真・

善・美の完全な世界を建設するよう師にお

命じになり、その世界にはあなたの御心

が完全に行き渡ります。

あなたは赦しのうちに、浄霊という神聖

な御光の御恵みを私たちに授け、病める

人を癒やし、その生命を救う力を与えてく

ださいました。また浄霊の賜物を通して、

人類の進むべき正しい道を師にお示しに

なりました。

私たちはあなたの愛に背き、遠い祖先の

代から今日に至るまで数え切れない罪を

重ねてまいりました。その罪を認め、悔

い改め、へりくだる心をもって御前に額

いております。

1

2

3

4
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4

5

6

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

道の為　世の為　人の為のみを

非時思ふ　人ぞ尊き
人の道

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

垂乳根の　子を憶ふ如　億兆を

愛まふ神の　御心畏し
神の御心

和田の原　底ひも知れぬ　いと深き

恵みに鬼も　涙するらむ
神恩

5

6

宇宙の主なる神よ、私たちの祈りをお聞

き届けくださり、御恵みと御守護をお与

えください。そして、もし御心にかない

ますならば、私たちの魂に平安と幸福を

お授けください。

限りない慈悲の神よ、どうか私たちの罪

をお赦しください。そして私たちの魂を

清めてくださいますようお願いいたしま

す。あなたの御恵みにより、使命を果た

すための清さと力を授けられ、地上天国

を建設し、あなたの御守護のもとでつい

にはあなたと一つになれますように。
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Thanksgiving

1

2

3

4

5

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

讃へても称へ尽くせぬ　大御幸　筆

も言葉も　表はす由なき
感謝報恩

救はれし幸を思へば　身をつくし

心砕きて　酬はでおかめや
感謝報恩

恙なく　只在るさへも　おほけなき

に　救ひの道に　入りし嬉しさ
感謝報恩

世を呪ひ　人を恨みし　其頃の　心

の曇りは　消えて跡なき
感謝報恩

御光を浴びてゆ　懐疑の邪道に　外

れし吾はも　救はれにける
神恩

其頃を　顧みすれば　恐ろしも　闇

路杖なく　彷ひし吾
神恩

同胞と　睦み合ふ身と　なりにける

神の御光　蒙ぶりてより
感謝報恩

人の身の　尊き訳は　諸の恩　心に

刻みて　忘れねばなり
感謝報恩

御恵に酬い奉らで　おくべきや　生

きし此身の　幸を思へば
吾救はれぬ

磯の辺の　真砂に等しき　身にしあ

れど　受けさせ給へ　誠のしるしを
感謝報恩

救はれし幸を思へば　身をつくし

心砕きて　酬はでおかめや
感謝報恩

御恵の万分一に　届かねど　誠のし

るし　受けさせ給へ
吾救はれぬ

力なき　身にしあれども　道の為

尽くさせ給へ　伊都能売神
感謝報恩

大神の　任しのままに　吾は今　生

きとし生ける　物みな救はむ
救ひの業

地上天国造らむとして　吾は今　力

限りに　励しみにける
地上天国

1

絶対の慈悲の主なる神よ。私たちは

御愛に感謝して御前にひざまずきま

す。無知から導き出し、頑なな歩み

を忍耐をもってお導きくださったこ

とへの感謝をお受けください。

2

絶望の中で世を呪い、人を恨んでい

た私たちでしたが、あなたの御光は

苦しみから導き出し、死から救って

くださいました。

5

私たちの使命を導き、御恵みを与え

てください。そして全世界があなた

の愛を知ることができますように。

3

あなたは私たちに互いに愛し理解し

合うことを教え、浄霊の力を授け、

苦しみを癒してくださいました。罪

深い私たちへの御恵みは絶えること

がありません。

4

神よ、浜辺の真砂にも等しい小さな

私たちは限りない感謝を捧げ、御計

画成就のため身も魂もお捧げいたし

ます。
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In Praise of God

1

2

3

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

山河草木　こよなき眺めは　人の目を

楽しませます　神の芸術
芸術

花鳥風月　吾は友とし　憂き多き

世にも楽しく　生きむとぞ思ふ
芸術

春の花　秋の紅葉を　愛ずるこそ

神の恵みに　応ふるなりける
芸術

御光を　浴びてゆ　懐疑の邪道に

外れし吾はも　救はれにける
神恩

救はれて　恐るるものは　世にあらじ

神を力に　進む此身は
安心立命

神を力に　誠の杖もて　進む身は

世に怖るものなきを　知りけり

神を讃へ

る

神を力に　誠の杖もて　進む身は

世に怖るものなきを　知りけり

神を讃へ

る

救はれて　恐るるものは　世にあらじ

神を力に　進む此身は
安心立命

千早振　神の光に　照らされて

常暗の世も　安く生きなん 安心立命

限りない偉大さを備えた慈悲深き神

よ、私たちはあなたの御業の驚くべき

美しさを讃えます。野や丘を彩る虹の

ような花々、大地に深く根を張る樹

木、空に舞いさえずる鳥たち、そして

天空を流れる星々―これらすべては神

の御業であり、私たちはその驚くべき

御業を讃美します。

3

私たちの力はあなたから与えられ、あ

なたの杖は私たちの伴侶です。あなた

の大いなる慈悲は人生の旅路を助け、

あなたの御臨在は私たちの恐れを取り

除き、前途の闇を照らしてくださいま

す。世界は天よりの御光に満たされ、

あなたの愛は限りなくすべてを包みま

す。私たちはその驚くべき御業を讃美

します。

1

2

人はこの世に生まれ、罪のゆえに苦し

みます。しかし神の大いなる慈悲は人

生の旅路を助け、この世を歩む私たち

を支え、苦しみを慰めてくださいま

す。浄霊という神の賜物によって心は

平安と喜びに満たされ、私たちは絶え

ず神の愛を讃えます。
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Divine Love

1

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

神は　愛なり　力なれば

神を離れて　安んじ得べきや
神の御心

大空の　広きを仰ぎて　憶ふかな

限りも知らぬ　大御心を
神の御心

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

世を救ふ　時の力は　惟神

神の御旨に　ありとこそ知れ
神の御心

大神の　深き仕組は　如何ならむ

聖といへど　知る由もなし
大経綸

人の眼に　善しとし映る　事とても

神の御旨に　適はぬ事あり
神の御心

大空の　広きを仰ぎて　憶ふかな

限りも知らぬ　大御心を
神の御心

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

垂乳根の　子を憶ふ如　億兆を

愛まふ神の　御心畏し
神の御心

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

神は　愛なり　力なれば

神を離れて　安んじ得べきや
神の御心

奇びなり　嗚呼奇びなり　願事の

正しかりせば　叶へますなり
神の御心

神に祈る　吾となりけり　霊の世の

うからやからも　共喜ばむ
斎き奉りて

只神の　大御心に　叶はむと

努むる人こそ　真人なりけり
無題歌

1

2

5

3

4

神よ、至高の善なる主よ、私た

ちはあなたに帰依します。あな

たの愛と英知は無限であり、そ

の広さも深さも測ることはでき

ません。

最後の時を支配されるのはただ

あなたのみです。終末の日がど

のように訪れるかをご存じなの

もあなただけです。この世界も

私たちの救いも、すべてあなた

の御手の中にあります。

私たちは、誤ることのないあな

たの英知を思って天を仰ぎま

す。私たちは、あなたの限りな

い愛に畏敬の念を抱き、心を天

へ向けます。

私たちは欺きや無知によって、

またあなたに仕えない華やかさ

によって道を外れることがあり

ます。しかしあなたは、公義を

もって、しかも優しく、親が子

を愛するように私たちを愛して

くださいます。

あなたは正しい願いを必ずお聞

き届けくださいます。私たちは

あなたの導きを祈ります。浄霊

の力によって信仰が強められ、

あなたと一つになることを願い

ます。

2

3

4

5
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Repentance

1

2

3

4

5

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

諸人よ　心ゆるすな　厳めしき

神の裁きの　やがて来たらむ
審判

人々よ　悔改めて　世の峠

安く越えなむ　備へせよかし
審判

神は　愛なり　力なれば

神を離れて　安んじ得べきや
神の御心

其頃を　顧みすれば　恐ろしも

闇路杖なく　彷ひし吾
神恩

暗き世を　彷徨ふ人を　救はむと

神は御光を　地に現しけり
光の道

悪神に　心奪はれ　争ひの

絶えざる世こそ　地獄なりけり
善と悪

人々よ　悔改めて　世の峠

安く越えなむ　備へせよかし
審判

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

諸人よ　心ゆるすな　厳めしき

神の裁きの　やがて来たらむ
審判

神の光　浴びてゆ懐疑の　邪道に

外れし吾はも　救はれにける
神恩

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

山よりも　高く海よりも　深かりぬ

救の神の　深き恵は
救ひの業

如何ならむ　罪も赦させ　如何ならむ

罪も尤むる　天地の神
神の御心

観音の　慈悲とは　善悪無差別に

救はせ給ふ　事にぞありける
大慈大悲

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

天の至高の主なる神よ。かつて私ど

もはあなたの救いの恵みを知らず、

目に見え、手に触れるものだけを信

じ、利己心と貪欲に支配され、滅び

の淵に立っていました。

私どもは闇の中をさまよい、導く灯

火も杖もなく、心の中に地獄の塔を

築き、悪霊に魅入られて争い続けて

いました。

神の道が目の前にありながら、それ

を見ることなく、疑いと不信の地獄

への道を歩みました。自らの罪を省

みず、自分の不幸を他人のせいにし

ていました。

やがて私どもは闇の中に灯火を見い

だし、御光に照らされました。神の

御恵みによって心に愛が灯され、自

らの無知に目覚めました。

私どもは自らの罪を知り、へりく

だって御赦しを願いました。あなた

は限りない慈悲をもって私どもを赦

し、滅びから救ってくださいまし

た。

1

2

5

3

4
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6

7

8

9

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

暗かりし　心の空も　宛らに

真昼の如く　晴れし嬉しさ
黎明

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

和田の原　底ひも知れぬ　いと深き

恵みに鬼も　涙するらむ
神の御心

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

地の底に　喘ぎ苦しむ　小羊を

救はむとして　吾は立つなり
救ひの業

病貧争　絶無の世界　造らむと

任し給へり　神は我身に
大神業

讃へても　称へ尽くせぬ　御恵に

酬はむ術の　なきぞ悲しき
吾救はれぬ

御恵に　酬い奉らで　おくべきや

生きし此身の　幸を思へば
吾救はれぬ

罪深き　此身も尤め　給はずて

大いなる幸　豊に恵まふ
吾救はれぬ

御恵の　万分一に　届かねど

誠のしるし　受けさせ給へ
吾救はれぬ

救はれし　幸を思へば　神の恩

如何に尊き　ものなるらむ
感謝報恩

力なき　吾身なれども　大神の

御恵に酬ゆる　道に励まむ
感謝報恩

あなたが授けてくださった御恵みは

あまりにも多く、あまりにも大き

く、計り知ることができません。ふ

さわしくない私たちですが、神よ、

感謝いたします。

6

7

8

9

あなたの愛によって信仰を強められ

た私たちは、浄霊の光を携えて苦し

む人々に手を差し伸べます。そして

神の御心の国である地上天国を建設

します。

主よ、その限りない愛に対し、私た

ちは永遠に感謝いたします。あなた

の慈悲は全人類に注がれ、罪深き者

にまで及びます。

人間の知恵は、完全な信仰がなけれ

ば色あせてしまいます。しかし、神

の愛が私たちの魂を満たすにつれ

て、心の曇りは晴れ去り、信頼と善

なる心が戻ってきました。
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Judgment

1

2

3

4

5

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

幾千歳　積りつもりし　三界の

穢れ浄むる　時となりけり
審判

例しなき　裁きの状の　諸人の

眼に映る時は　近めり
審判

諸人よ　心ゆるすな　厳めしき

神の裁きの　やがて来たらむ
審判

神は無しと　いと誇し気に　言ひし人の

狼狽ふためく　時ぞ来にける
審判

キリストの　唱へし最後の　審判とは

火の洗霊の　事にぞありける
審判

世の穢れ　洗ひ浄めて　新しき

世に立直す　審判の業かな
審判

力なり　嗚呼力なり　潰えなむ

世を甦へらすも　神の御力
審判

人々よ　悔改めて　世の峠

安く越えなむ　備へせよかし
審判

只神に　うち委すより　詮なけれ

力とてなき　人の身なれば
審判

5
厳かな　神の裁きに　赦さるる

人にこそなれ　身魂浄めて
審判

私たちが永遠の闇に住むことの

ないようにしてください。私た

ちを善き者と裁き、御前に立つ

にふさわしい者と認め、浄霊の

光をもってあなたにお仕えする

者としてください。

4

神よ、道はただ一つです。あな

たの御恵みが私たちすべてを満

たしますように。悔い改める私

たちの心を受け入れ、私たちの

罪をお赦しください。

1

主よ、あなたは慈悲と英知を

もって宇宙を統べ治めておられ

ます。あなたはその憐れみに

よって、この世界の終末が近づ

いていることを私たちに示して

くださいました。

2

辛辣な懐疑論者も、高慢な支配

者も、深い信仰をもつ謙虚なし

もべも、すべての者が審判の御

座の前にひれ伏すことになりま

す。

3

産みの苦しみにある女性のよう

に、この世界は新しい王国を生

み出すため苦しみもだえていま

す。最後の日は、まもなく私た

ちの上に訪れます。
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Sickness
No. 御讃歌

御讃歌

集表題
英文直訳

1
真なる　医しの業を　吾は今世に

知らしめて　救ふべらなり
医しの業

全能の神よ、万物の創造主よ、

あらゆる苦しみを癒やされる神

よ。あなたの御恵みがなけれ

ば、私たちは無力です。

病など　あるべき筈は　よもあらじ

誠の道を　履む人にして
病なき世界

病きを　怖るな積りし　罪穢

浄むる神の　恵なりせば
病なき世界

病きとは　身魂浄むる　ものなれば

此上なき　神の恵みなりけり
病

病きの　癒えし喜びに　いやまして

尊き御霊　斎く嬉しさ
病

病む人の　無き世を樹てむと　救世の

神は御力　揮はせ給ふ
病なき世界

神業に　仕へまつらむ　身となりし

今日の恵みを　永久に忘るな
神業

人救ふ　神の使命に　励むこそ

人の生命の　本意なりけれ
救ひの業

大いなる　神の力に　依らずして

など救はめや　此醜の世は
大神業

力なく　杖なく　灯火有たぬ身の

神に縋らで　歩み得べしや
神恩

4

あなたが私たちにお与えになっ

た神聖な使命を果たそうと努め

ながら、私たちは病のない世界

を築くあなたの忠実なしもべで

す。

5

神よ、私たちをお助けくださ

い。あなたの愛によって、あな

たと一つになることを求める私

たちをお助けください。

2

病は、あなたの導きがなければ

私たちがいかに弱い存在である

かを示します。しかし私たち

は、その苦しみが浄めのしるし

であることを知っているので、

それを耐え忍びます。

3

私たちは浄めの御恵みに感謝し

ます。それは永遠の生命の門へ

と導いてくださるあなたからの

賜物です。

1

2

3

4

5
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Sacred Mission
No. 御讃歌

御讃歌

集表題
英文直訳

大神の　御業といへど　人の身を

通じて世人　救ふにありける
神業

救世の　神の御力　おほけなくも

賜ひて吾に　任し給ひぬ
神人の業

病む人の　無き世を樹てむと

救世の　神は御力　揮はせ給ふ
病なき世界

大神の　任しのままに　吾は今

生きとし生ける物　みな救はむ
救ひの業

道の為　世の為　人の為のみを

非時思ふ人ぞ　尊き
人の道

吾は唯　世の為　人の為のみに

竭すにありせば　心明るし
善と悪

人にして　神にしありぬ　神にして

人にあらねば　世ぞ救へまじ
神人の業

久方の　天より降る　救世の

神の御業の　尊かりける
神業

地の底に　喘ぎ苦しむ　小羊を

救はむとして　吾は立つなり
救ひの業

万人を　救ふといふは　永遠の

生命の道を　諭ゆるにあり
救ひの業

穢れ多き　人を浄むる　業こそは

誠の救ひの　道にぞありける
救ひの業

病貧争　絶無の世界　造らむと

任し給へり　神は我身に
大神業

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

病む人の　無き世を樹てむと

救世の　神は御力　揮はせ給ふ
病なき世界

魂磨き　心清めて　世を救ふ

尊き神業に　励しめよ皆
身魂磨き

身も魂も　浄霊をもて　浄めます

神業ぞ真の　洗霊なりける
身魂磨き

村肝の　心を浄め　醜の世を

清むる業の　人となれかし
身魂磨き

6

神は私を地上において神の光を

伝える器として召され、全人類

に健康・幸福・平和をもたらす

という神聖な御業を私にお任せ

になりました。

1

2

3

4

5

神の聖なる御業によりよくお仕

えできるよう、日々、心と身魂

を浄めることができますよう

に。

健康・幸福・平和に満ちた神の

御国が、この地上に建設されま

すように。

苦しむすべての人々が浄霊を通

して神の光へ導かれ、真の救い

を受けられますように。

私は常に神の御用にふさわしい

者となり、神の光が私を通して

流れ、すべての人々の救いのた

めに働かれますように。

私は浄霊によって神の偉大な救

済の御業に参与し、自らの生涯

を神の聖なる御目的に捧げたい

と願います。

1

2

3

4

5

6
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Purification

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

惟神　神のまにまに　進むこそ

憂きの世易く　渡る道なれ
世に処して

只神の　大御心に　叶はむと

努むる人こそ　真人なり
無題歌

世を救ふ　時の力は　惟神

神の御旨に　ありとこそ知れ
神の御心

7

感謝と謙虚な心をもって、神の

御心の成就のために私自身をお

捧げいたします。アーメン。

7

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

病とは　身魂浄むる　ものなれば

此上なき　神の恵みなりけり
病

身も魂も　浄霊をもて　浄めます

神業ぞ真の　洗霊なりける
身魂磨き

病きを怖るな　積りし罪穢　浄むる

神の恵なりせば
病なき世界

身も魂も　神の光に　浄められ　天

国に住む　吾となりける
斎き奉りて

如何ならむ　罪も赦させ　如何なら

む　罪も尤むる　天地の神
神の御心

大神の　任しのままに　吾は今　生

きとし生ける物　みな救はむ
救ひの業

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

人にして　神にしありぬ　神にして

人にあらねば　世ぞ救へまじ
神人の業

おお神よ、永遠の生命にいます

あなたは、罪深い私にも浄霊の

浄めの力にあずかることをお許

しくださいました。悔い改め、

赦された者として、私は愛に満

ちた思いと行いによって、自ら

の人生を満たすよう努めます。

私の身体と霊魂とを清め、私の

魂をあなたの愛によって照ら

し、あなたの御心と一つにして

ください。私の全存在は、愛と

真理を語られるあなたの御声を

聞くことを切に願っています。

あなたの御心に背くすべてのも

のから清められ、私はただあな

たのみを裁き主として御前に立

ちます。

私はあなたに仕え、世界中の

人々を助けるという神聖な使命

に、私のすべてを捧げます。

1

2

3

1

2

3
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

厳かな　神の裁きに　赦さるる　人

にこそなれ　身魂浄めて
審判

人々よ　悔改めて　世の峠　安く越

えなむ　備へせよかし
審判

如何ならむ　世の大峠　来つるとて

魂清ければ　安く越えなむ
身魂磨き

神の愛　心の底より　知りてより

寂しさ知らぬ　吾となりける
神の御心

和田の原　底ひも知れぬ　いと深き

恵みに鬼も　涙するらむ
神の御心

神は愛なり　力なれば　神を離れて

安んじ得べきや
神の御心

厳粛な審判の時が来るとき、そ

の最も深い魂を清め、あなたを

抱きしめる者は幸いです。

あなたの神聖な御恵みに畏敬の

念を抱きつつ、あなたとの究極

の合一を願って、絶え間なく祈

りを捧げます。

4

5

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

我生命　蘇へるさへ　嬉しきに

医しの業まで　許されにける
吾救はれぬ

真なる　医しの業を　吾は今

世に知らしめて　救ふべらなり
医しの業

万民の　生命を救ふ　神業こそ

此上なく　尊きものにぞありける
メシヤ

大いなる　神の力に　依らずして

など救はめや　此醜の世は
大神業

我医術　こそ尊き　大神の

示し給ひし　ものにぞありける
医しの業

人の力は　九分九厘　神の力は

十全と知る　人にして救はれしなる
神人の業

大神の　任しのままに　吾は今

生きとし生ける物　みな救はむ
救ひの業

地の底に　喘ぎ苦しむ　小羊を

救はむとして　吾は立つなり
救ひの業

世の為　道の為　人の為のみを

日夜思ふ　人ぞ尊き
人の道

1

全能の神よ、あなたは私たちに

浄霊という救いの光、すなわち

世界の希望である生命を与える

力を授けてくださいました。

2

あなたの神聖な力だけが、生命

が衰えゆくときにそれを回復さ

せることのできる唯一の力で

す。浄霊は、あなたが私たちに

賜った、人類のための尊い宝で

す。

3

私たちの使命は、あなたの神聖

な光によって癒しを施す祝福さ

れた業です。すべての人へのあ

なたの愛に励まされ、私たちは

あなたの御命令を果たす力を与

えられます。

Healing

1

2

3

4

5
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

穢れ多き　人を浄むる　業こそは

誠の救ひの　道にぞありける
救ひの業

病きを怖るな　積りし罪穢

浄むる　神の恵なりせば
病なき世界

魂磨き　心清めて　世を救ふ

尊き神業に　励しめよ皆
身魂磨き

山よりも　高く海よりも　深かりぬ

救の神の　深き恵は
救ひの業

世の穢れ　浄めて　諸の狂ひ

矯め　正しき御代を　樹つる神業
神を讃へる

世の穢れ　洗ひ浄めて　新しき

世に立直す　審判の業かな
審判

光明は　早射し初めぬ　諸人よ

心の扉　うち開けかし
天地開明

大神の　光遍く　漂ひて

甦へるなり　諸の民草
天地開明

幾千歳　あくがれ待ちし　光明の

輝く御代は　今来つるなり
光明世界

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

天国を　此土に造る　大神業の

僕となりし　今日の嬉しさ
斎き奉りて

永久に　冬なき夜なき　天国に

世人救はむ　はや来れかし
地上天国

7

私たちはあなたに身を捧げ、こ

の世界にあなたの御国を築き上

げます。

4

主よ、悪しき者の魂を清め、浄

霊の光に浴させてください。そ

うすれば彼らは罪を悔い改め、

真の人間への道を歩むでしょ

う。

5

あなたの慈悲は最も深い海より

もさらに深大です。浄霊におけ

るあなたの光は、この世の汚れ

と悪とを清めます。

6

日ごとに、また一刻ごとに、霊

界はいよいよ明るさを増し、目

には見えないながらも遍く広が

り、地上天国の到来を告げ知ら

せています。

4

5

6

7
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

山河草木　こよなき眺めは

人の目を

楽しませます　神の芸術

芸術

花鳥風月吾は友とし　憂き多き　世

にも楽しく　生きむとぞ思ふ
芸術

山よりも高く　海よりも深かりぬ

救の神の　深き恵は
救ひの業

和田の原　底ひも知れぬ　いと深き

恵みに　鬼も涙するらむ
神の御心

吹荒ぶ　嵐の外に　安かりぬ

神の護りを　享くる此身は
安心立命

1

おお、天地の創造主なる神よ。あなたは人

の魂に愛を与え、それによって人があなた

の召しに応えることができるようにしてく

ださいました。また、肉体と心、手足と諸

感覚を授け、それらをもってあなたの御旨

に仕えることができるようにしてください

ました。創造の主よ、あなたは心の曇りを

浄められた者が憩う、平和に満ちた喜びの

住まいを備えてくださいました。私たちは

春の野を明るく彩る花を見、夏には山に響

く鳥のさえずりを聞きます。秋には紅葉の

輝きに心躍り、冬には白銀の静寂に安らぎ

を覚えます。鳥も花も、風も月も、この世

を旅する私たちの心を慰める友です。偉大

なる主なる神よ、それらすべてを創造され

たのはあなたです。大自然は、あなたの御

業の美しさ、豊かな御恵み、そして限りな

い御愛を語り続けています。

2

荒れ狂う大波は天に向かってそそり立ち、

沖の島々を洗います。激しくうねる波は険

しい断崖に砕け散り、その勢いの中で岩々

をのみ込みます。しかし嵐が静まると、海

には再び穏やかな静けさが戻ります。さざ

波は陽光を受けてきらめき、白い波頭は浜

辺を優しく打ちます。小さな漁船は沖の

島々の間を軽やかに行き交います。穏やか

な海は人の心に平安を与え、その果てしな

い深さは、あなたの無限の御恵みを映し出

しています。

In Praise of Creation

1

2
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2

No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

3
春の花　秋の紅葉を　愛ずるこそ

神の恵みに　応ふるなりける
芸術

春は花々で山を飾り、夏は若葉の緑で山を

装います。ふくよかな雲は峰の上を漂い、

霧は立ちこめては去り、やがて山腹をしっ

とりと潤します。澄み切った秋空の下、

山々は紅葉をまとって鮮やかに姿を現しま

す。冬には汚れなき白雪が峰々を覆い、そ

の岩肌は陽光を映して輝きます。山々の美

しさは四季の律動とともに息づき、そこを

流れる渓流も、樹木も、草花も、すべてあ

なたの神聖なる創造の御業の結晶です。

4
花鳥風月　吾は友とし　憂き多き

世にも楽しく　生きむとぞ思ふ
芸術

野に残る雪が解け、その雫の音とともに陽

炎がゆらめきます。色鮮やかな草原では蝶

が舞い集います。夏草が色あせる頃になる

と秋の花々が咲き競い、蜻蛉が空を舞いま

す。穏やかな月は深い夜空を優しく照ら

し、野辺では虫たちが静かな歌を奏でま

す。晩秋の風情は、人の詩心を慰め、豊か

な情趣を与えてくれます。

3

4
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

人の情　月雪花に　目を外らす

人は身魂の　低ければなり
芸術

芸術を楽しむ心　裕かなる　人こそ

天国に　住すればなり
芸術

6

山河草木　こよなき眺めは

人の目を　楽しませます

神の芸術

芸術

野も山も、絶えず移り変わる色彩に彩られ

ています。花も草も木も、鳥も虫も、それ

ぞれがあなたから与えられた役割を果たし

ています。すべての生命は、創造されたま

まの姿で存在することによって、あなたを

賛美しています。私たち人間もまた、あな

たの御心と調和して生き、この世界に満ち

る美しさを喜ぶよう招かれています。

5

半月が雲間から姿を現し、「元気でした

か」と語りかけるかのように私たちを迎え

ます。無数の宝石のような星々はきらめ

き、天の川は大空を横切って果てしなく広

がります。この壮大な自然の営みは、人の

魂に畏敬と感動を呼び起こします。静寂に

包まれた夜の美しさは、疲れた心を癒や

し、魂の傷に安らぎを与えてくれます。

4

5

6
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

7
花笑ひ　百鳥歌ふ　春ぬ野は

神が誘ふ　天国の苑
芸術

朝顔の爽やかな彩り、百合の芳香、松の

堂々たる姿、そして鳥たちの歌声は、こと

ごとくあなたの栄光を語っています。小さ

な花一輪も、小さな生き物一匹も、すべて

あなたの大いなる御経綸の中で存在する意

味を与えられています。私たちがこの創造

世界の美しさに心の眼を開き、その恵みに

対する感謝を絶えることなく捧げる者とな

りますように。

8
芸術を楽しむ心　裕かなる

人こそ天国に　住すればなり
芸術

私たちはあなたの御業の驚くべき素晴らし

さを賛美いたします。大地の美しさ、天の

輝き、海の豊かさ、そしてすべての生命を

与えてくださったことを感謝いたします。

私たちの心がいつまでもあなたの創造の御

業に深く感じ入り、私たちの人生そのもの

が、万物の創造主なる主よ、あなたを讃え

る賛歌となりますように。

6

7

8
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2

3

The Blessings of God
No. 御讃歌

御讃歌

集表題
英文直訳

現世の　生きとし生けるもの　悉は

神の恵みに　漏るるはあらじな
神を讃へる

世の人を　救ふ力は　理にあらず

見えざる神の　恵にぞあらむ
神を讃へる

御光を　浴びてゆ　懐疑の邪道に

外れし　吾はも救はれにける
神恩

神を力に　誠の杖もて　進む身は

世に怖るもの　なきを知りけり
神を讃へる

力なく　杖なく　灯火有たぬ身の

神に縋らで　歩み得べしや
神恩

大神の　任しのままに　吾は今

生きとし生ける　物みな救はむ
救ひの業

我享けし　幸の余りに　大きければ

讃へる術の　なきぞうたてき
神恩

讃へても　称へ尽くせぬ　大御幸

筆も言葉も　表はす由なき
感謝報恩

神仏は　同根なりとの

理を知りてゆ

心の空は　霽れける

神を讃へる

あらゆる恵みを授け給う主よ。あなたの愛の

力は比類なく、その見えざる御手は万事を成

し遂げられます。あなたは私たちの霊眼を開

き、御恵みと御守護なくして私たちは何もの

でもないことを悟らせてくださいました。あ

なたの限りない恩恵は人知を超えています。

罪深く弱い私たちを絶えず助け、地上天国建

設へ導いてくださる御恵みを讃えます。

あなたは私たちを御力で満たし、真理の剣を

授けてくださいます。私たちはいかなる苦難

をも恐れません。御恵みを受けた者は御守護

の中に平安を得ます。私たちは身も魂も主に

委ね、神意を実現する器となり、人類救済の

使命に身を献げます。

私たちは罪ある者を救ってくださる慈悲深き

主の御前にひざまずき、深い感謝と謙遜を

もって御前を礼拝いたします。

3

1

2
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

世の人の　幾歳憧れ　待ちしらむ

救ひの神は　現れましにけり
神を讃へる

御光を　浴びてゆ　懐疑の邪道に

外れし　吾はも救はれにける
神恩

山よりも　高く海よりも　深かりぬ

救の神の　深き恵は
救ひの業

神を力に　誠の杖もて　進む身は

世に怖るもの　なきを知りけり
神を讃へる

吹荒ぶ　嵐の外に　安かりぬ

神の護りを　享くる此身は
安心立命

救はれて　恐るるものは　世にあらじ

神を力に　進む此身は
安心立命

地上天国　造らむとして　吾は今

力限りに　励しみにける
地上天国

いと小さき　我家なれども　大神の

恵みの幸に　天国なりける
安心立命

1

永遠の愛なる主よ、あなたは私た

ちの救いの源です。不幸のただ中

にあった私たちに、浄霊という神

の御力によって人々を苦しみから

救う喜びを示してくださいまし

た。神との出会いという恵みにあ

ずかった者ほど幸いな者はありま

せん。

2

いかなる災いに遭おうとも、私た

ちはあなたが備えられた道を堅く

歩みます。あなたの御恵みによっ

て力づけられ、心の奥深くに平安

と救いが与えられるとき、私たち

の心は喜びに満たされます。

3

地上天国建設の喜びを知る私たち

は、あなたを知らず争いの中にあ

る多くの人々のために祈ります。

家が質素であっても生活が慎まし

くても、神よ、あなたに身を献

げ、安らぎの幸福のうちに生きる

ことができますように。

1

2

3

For Repose
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

大神の　任しのままに　吾は今

生きとし生ける　物みな救はむ
救ひの業

久方の　天より降る　いと高き

救ひの主の　御業讃へむ
神人の業

力なき　身にしあれども　道の為

尽くさせ給へ　伊都能売神
感謝報恩

垂乳根の　子を憶ふ如　億兆を

愛まふ神の　御心畏し
神の御心

神は愛なり　力なれば　神を離れて

安んじ得べきや
神の御心

我享けし　幸の余りに　大きければ

讃へる術の　なきぞうたてき
神恩

4

大いなる神よ、生命を与えてくだ

さったあなたの御心に従い、私た

ちは浄霊という神聖な御業に全力

を尽くします。そして、あなたが

私たちと共におられる喜びの知ら

せを全世界に伝えます。

5

主よ、あなたの御心に逆らう者に

もなお慈悲をお与えください。私

たちの存在はあなたの大いなる愛

に支えられています。あなたは私

たちを立ち返らせ、新しい生命を

与え、あなたに仕える者としてく

ださいました。

4

5
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

神在るを　知らぬ世人の　浅ましさ

心の盲　知る由もなく
盲

世に哀れ なるは盲ぞ　地獄をば

天国と　見紛ひ足らひゐるなり
盲

如何ならむ　奇蹟も盲には　見えざらめ

豚に真珠の　譬への如くに
盲

2
我教へ　詮じ詰むれば　世の盲の

眼を開く事にぞ　ありける
盲

神の豊かな御業を見ることので

きない私たちは罪深い者です。

目に見え、手に触れるものだけ

を重んじ、魂を尊ばない私たち

は実に哀れです。しかし長い悪

夢の末に、浄霊の御光に魂が包

まれるとき、私たちは真理に目

覚めます。主よ、どうか私たち

の眼を開いてください。

3
善ものを　善とし悪きを　悪と見る

眼は正しき　眼なりける
盲

私たちは利己心を克服し、愛を

もって人に仕える幸いをいただ

きます。魂を覆っていた雲は晴

れ、ついに心の中に神を見いだ

します。神よ、あなたは常に私

たちと共におられるゆえに、私

たちは声高らかにあなたを讃え

ます。

1

私たちは罪によって霊の眼を閉

ざされ、闇の中をさまよい、真

理の光を見いだすことができま

せん。心の中に神がおられるこ

とを知らず、不信の罪に覆われ

て悪の道を歩み続け、魂は苦悩

1

2

3

Prayer for the Blind
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

汝と吾と　結びし今日の　嬉しさよ

神の定めし　縁にありせば
結婚

御恵に　結ばれたりし　縁なれば

末の末迄　添ひ遂げむとぞ誓ふ
結婚

大神の　深き御恵　畏みて　友白髪まで

添ひ遂げむかも
結婚

如何ならむ　悩みに遭ふも　心を合はせ

道守りなば　など恐れめや
結婚

神を背に　誠を杖に　手を連ね

進む行手に　などさやりあらめや
結婚

相共に　神の正道　守りつつ

生くれば楽しき　此世なりけり
結婚

何事も　神の御むねに　委ねつつ

心安らに　共進まなむ
結婚

尊きは　夫婦の仲も　睦じく

幾千代かけて　変らぬにあり
結婚

今日よりは　力を協せ　ひたむきに

世の為　道の為に　尽くさん
結婚

相共に　神の正道　守りつつ

生くれば　楽しき此世なりけり
結婚

神よ、この日より二人が力を合

わせ、地上天国建設の神業に励

み、その尊い務めの中に真の幸

福を得ることができますよう、

お導きください。

4

1

2

3

二人は神の御旨に従い、浄霊に

よって自らを浄め、どのような

困難にも互いに愛し合って打ち

勝ち、日ごとに神をいよいよ讃

えます。

心を一つに結び、あらゆる試練

や苦難にも共に立ち向かい、共

に正しい道を歩み、白髪となる

日まで歩み続けます。

慈悲深き神よ、あなたの限りな

い愛によって、この二人は結ば

れました。御恵みにより二人は

一つとなり、生涯を共に歩むこ

とを誓います。

1

2

3

4

Wedding Prayer
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No. 御讃歌
御讃歌

集表題
英文直訳

幽世の　神に　祈りて　天国の

人となれかし　一日も早く
救霊

幽世の　神に只管　願ぎ申すは

今去りましし　汝の幸ひ
救霊

惜しまれつ　此世去りにし　汝なりき

はや天国の　門に入るらむ
救霊

幽世に　入りし　汝はも　御救に

ひた励めよ　力限りに
救霊

尊きは　人とふものなり　生き変り

死に変りつつ　果てなの生命
救霊

現身の　救ひは　限りあるものぞ

霊の救ひは　自由無碍なる
救霊

現身の　世にては　叶はぬ御救の

業も叶はん　霊の御国は
救霊

4
幽世の　救の業も　大神の

御旨に叶へば　天国に入りなむ
救霊

この霊魂が霊界において神の救い

を受け、神と一つに結ばれて尽き

ることのない喜びを得ることがで

きますように。主よ、この祈りを

お聞き届けください。

1

2

3

救い主なる神よ、限りない慈悲を

もって、この世を去った〔　〕の

魂のすべての罪を赦し、憐れみを

お与えください。

御恵みにより、その人が天国の門

に入り、神の正義の完全に行われ

る霊界において、永遠の安らぎを

得ることができますように。

浄霊の驚くべき御光が、その浄め

の力をもって輝き現れ、地獄の苦

しみにあるすべての霊を救います

ように。

1

2

3

4

Prayer for the Dead
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